
その他の省エネ取組内容〔平成２６年度夏期(７月～９月)〕

事 業 所 名 等 取組事例・感想

長崎県生活協同組合連合会　 遮光対策のよしずを立てると室内が暗くなり、消灯の励行に支障をきたしたので、
工夫が必要でした。（一部分、すき間をつくる等）

生活協同組合ララコープ

・支所長（10名）、店長（9名）を対象に省エネの学習と今夏の取組内容について
意思統一会議を行った。
・省エネ取り組みの一環としてデマンド値に着目し取り組んだ結果、対象16事業所
に対して13事業所で削減できた。
・電力使用量の削減については、上期（4月から9月までの期間）で、前年比94.3％
（▲337,167kWh）となった。
・省エネ業者との業務提携と現場での運用により省エネ取り組みを推進し、月次で
進捗状況を確認しています。

長崎県クリーン事業協同組合
・７月は湿度が高い日があり、数日２７度でエアコンを運転しました。
・朝礼及び各ミーティングで節電の呼びかけを実施しました。
・９月、工場棟の予備照明が昼間、誤ってつけられていた。（１日）

三菱重工業（株）長崎造船所 今夏も昨年に引き続き、各部門のこまめな節電及び大型電力消費設備の稼動調整
などにより、最大需用電力を抑制する事ができた。

（一社）長崎県タクシー協会

長崎県タクシー協会においては、前記３点について取り組むとともに、当協会加盟
の全会員に対して「ながさき環境県民会議」からの文書に基づき、別添文書
①総務だより～今夏における節電への協力依頼～
②総務だより～今夏の省エネ取り組み～
を発出して、積極的に省エネに取り組むよう依頼した。

（公社）長崎県トラック協会 室温については、来客応対も同一事務所内で行っているので、28℃を維持すること
が困難である。

ＮＰＯ法人
環境カウンセリング協会長崎

・ノーマイカーとくとく実行委員会を通して、環境フェア（6月）、長崎市エコラ
イフフェスタにおいて啓発活動を行った。チラシ等を作り配布した。

日本労働組合総連合会
長崎県連合会

・事務所の電気が４段階でしか調整できないため、できる限り使用していないエリ
アの消灯を徹底した。
・電気式給湯器のプラグをコンセントから抜いていないことが多かった。

公募委員 「九州エコライフポイント」電気使用量削減活動に参加し、800ｐｔを付与されま
した。

公募委員

①自宅では冷房の必要はなかった
②町内会の運営委員会（毎月夜間）約３０人、設営準備の時間から冷房を入れて
３０分でスイッチを切る。
毎回節電要領について３～５分説明した。

公募委員

（参考）私の勤務先の25年および26年の夏季電力使用量（公用）は以下のとおりで
す。
25年　　7月28,701kW　　8月25,087kW　　9月24,904kW
26年　　7月26,437kW　　8月23,497kW　　9月26,702kW
なお、これは隣接する知事部局の「能力開発センター」を含みます。

公募委員

この夏の、大幅な節電は悪天候による冷夏の影響が大。
エコドライブは、講習を受けた後、より意識して心がけるようになった。多くの人
に講習を受けてもらえるといい。ガソリンからのＣＯ２排出量の削減は重要であ
り、
健康の点からも、歩いての買物、外出を広められたらいい。
マイバックは、外出ついでの買物等でもらってしまうことがあったので、外出時の
持参を心がけたい。

公募委員 今夏は涼しく、私個人としてはクーラーなしでも、昨夏ほど苦ではありませんでし
た。

公募委員

・テレビを家族みんな一部屋で見ることと、パソコンの電源を抜いて使うことは達
成できなかった。
・自治公民館長（西触）をしているので、地元の公民館（加入世帯40戸）の会議の
時に省エネ（節電）等をよびかける。
・渡良地区公民館連絡協議会長として、19名の各館長へ各公民館で話題にしてもら
うように話をする。
・郷ノ浦町公民館連絡協議会長として、6地区の代表館長に各地区で話題にしても
らうように話をする。

公募委員 家族（犬含む）の省エネ意識引き上げは引続き継続努力する。


